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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ◆新年 明けましておめでとうございます。 

　　　　　　　　　　　　　冬休みが終わり、南越前中学校にも新しい年がやってきました。お正 

　　　　　　　　　　　　月は、家族と過ごしたり、ゆっくり休んだりしながら、「今年はどんな 

　　　　　　　　　　　　一年にしようかな」と考える時間をもてた人も多いのではないでしょうか。 

 　　　　　　　　　　　　　三学期は、一年のまとめの学期です。これまで頑張ってきたことを振り

 　　　　　　　　　　　　　返り、自分の成長を感じるとともに、次の学年に向けて準備をする大切

 　　　　　　　　　　　　な時期でもあります。うまくいったことも、少しうまくいかなかったこと

　　　　　　　　　　　　も、すべてが次につながる経験です。新しい年のスタートに、自分なりの

 　　　　　　　　　　　目標を一つ決めて、毎日を大切に過ごしていきましょう。先生たちも、みな

 　　　　　　　　　　　さん一人ひとりを応援していますよ。

◆お正月の縁起物って･･･？？？ 

　お正月には、年神様を迎え、家族の健康や繁栄を願うための様々な縁起物が 

 飾られたり、食べられたりします。これらは、しめ飾りや門松、鏡餅などの飾

 り物、おせち料理の食材、初詣で授与される破魔矢や熊手など多岐にわたります。

・しめ飾り: 玄関に飾り、清浄な場所を示し、神域と俗世を分けます。無病息災 

　　　　　   や家族繁栄を願う意味があります。

・門松: 年神様が訪れる目印として、家の門や玄関に飾られます。松は生命力、 

　　　   竹は繁栄を象徴します。

・鏡餅: 神様への供物で、太陽と月、陰と陽を表し、円満を意味します。無病息 

         災を願って鏡開きが行われます。

・干支の置物: その年の干支をかたどった置物で、福を招き、無病息災や厄除けを祈願します。 

＊おせち料理の縁起物(おせち料理には、一つ一つに縁起の良い意味や願いが込められています。) 

・紅白かまぼこ: 紅はめでたさ、白は神聖を表し、「日の出」を象徴します。 

・伊達巻: 巻物に似ていることから、知識や文化の発展を願う意味があります。 

・栗きんとん: 黄金色に輝く財宝に例えられ、豊かな一年を願います。 

・黒豆: 「まめに働く」という語呂合わせから、健康や勤勉を願います。 

・数の子: 卵の数が多いことから、子孫繁栄を願います。 

・田作り: 小魚を田畑の肥料にしたことから、五穀豊穣を願います。 

・ごぼう: 地中深くまで根を張ることから、「地に足がついて安定する」という意味があります。 

◆12月2６日(金)に吹奏楽部のアンサンブルコ ◆ 今年の初日の出です。 

ンテストが開催されました。 　今年の元日も、少しだけ初日の出を

　とても緊張したと思いますが、素晴らしい演奏を聴かせ 見ることができました。毎年、いい写

てくれました。吹奏楽部のみなさんお疲れ様でした。 真をと思って、頑張ってカメラを構え

 ますが、なか 

 なか思うよう 

 にはいきませ 

 ん。また、来 

  年もチャレン

　 金管４重奏　　　   打楽器３重奏　　　木管５重奏 ジしてみよう

 「４つの小品」     「精霊の詩」      「６月の風」 と思います。　(今年の我が家からの初日の出)


